
令和５年度第１回
川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）理事会

日時：令和５年７月１１日（火）１３時１５分～

場所：川崎市役所第３庁舎 １８階講堂 

次  第

１ 開会

２ あいさつ  

３ 脱炭素行動宣言に基づく取組の紹介・意見交換

・株式会社渡辺土木

・ヤマト運輸株式会社 川崎主管支店 

 ・特定非営利活動法人 みどりなくらし

【休 憩】

４ 議題等

（１）第１２回スマートライフスタイル大賞」の募集について【資料１】          

（２）ＣＣ川崎エコ会議シンポジウムについて（案）【資料２】 

（３）その他（報告） 

・川崎市地球温暖化対策推進条例について【資料３-１】 

・脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動について【資料３-２】 

５ 情報提供・情報交換

６ 事務局からの情報提供

７ 閉会

《資 料》

資料１   第１２回スマートライフスタイル大賞の募集について 

資料２   ＣＣ川崎エコ会議シンポジウムについて（案） 

資料３-１ 川崎市地球温暖化対策推進条例について

資料３-２  脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動について 

参考資料１ 九都県市「エコなライフスタイルの実践・行動」キャンペーンを実施します 

参考資料２ 川崎市職員脱炭素自主行動宣言をスタートし令和５年度「通年軽装勤務」を 

実施します   

参考資料３ 川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）設置要綱 

参考資料４ 川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）理事・アドバイザー名簿 

参考資料５ 川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）運営委員会名簿 

参考資料６ 川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）会員一覧 
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「第１2回スマートライフスタイル大賞」の募集を開始します！ 

川崎市では、ＣＣ川崎エコ会議と連携して市民や事業者等の省エネ・節電等のＣＯ2削減に貢献す

る優れた取組を表彰しています。この度、「第１2回スマートライフスタイル大賞」の募集を開始す

ることとなりましたのでお知らせいたします。 

１ 募集内容 

家庭、学校、店舗、事業所及び団体等における省エネ・節電等のＣＯ2削減、地球温暖化対策につ

ながる生活や事業活動の「実践」や、教育資料の開発、情報の提供、学校・企業内における教育活動

等の「普及啓発」に関する取組が対象となります。 

２ 応募資格 

（１）市内に在住・在学・在勤の個人 

（２）市内に拠点がある団体（企業・事業所、学校・保育園・幼稚園、ＮＰＯ法人、グループ等。共同

実施も含む。） ※他薦可。 

３ 選考基準 

（１）ＣＯ2削減への貢献 

（２）将来への継続性 

（３）快適性や豊かさにつながる工夫・改善 

（４）他の市民、事業者等への波及効果 

４ 募集期間 

令和５年５月１日（月）から７月３１日（月）まで（１７時必着） 

５ 応募方法 

  所定の応募用紙に必要事項を記入し、令和５年７月３１日（月）１７時までに川崎市環境局脱炭素

戦略推進室【30dtanso@city.kawasaki.jp】に電子メールでお送りください。 

  なお、応募用紙は川崎市ホームページからダウンロードしてください。 

６ 表彰 

「最優秀賞」、優秀賞等の「入賞」を選定（表彰状及び記念品の贈呈） 

１０月のＣＣ川崎エコ会議シンポジウムにて表彰式を開催します。 

７ 実施主体 

  川崎市及び川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議） 

  ※ＣＣ川崎エコ会議（川崎温暖化対策推進会議）は、市内の多様な主体（市民、事業者、教育機関、

行政等）による地球温暖化対策の推進ネットワークで、現在 114 団体が参加しています。 

昨年度（第 11回）の表彰事例 

市ＨＰ 

資料１

最優秀賞  
特別養護老人ホーム潮見台みどりの丘 
 「すべては小さな一歩から」（写真左） 
川崎市立平間小学校 
 「平間プライドでＳＤＧｓアクションとカーボンゼロチ
ャレンジ」（写真右） 
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川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議） 

シンポジウムについて（案） 

１ 日時 

  令和５年１０月１８日（水）１５時～１７時（予定） 

２ 場所 

  川崎市役所第４庁舎 ２階ホール（予定） 

３ 内容（案） 

・第１２回スマートライフスタイル大賞表彰式（約４０分） 

  表彰状、記念品の贈呈 

  記念撮影 

・受賞者の取組事例の発表、意見交換（約６０分） 

資料２ 
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脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動（仮称）について 

１ 概要 

 令和４年１０月２５日に環境省により｢新しい国民運動・官民連携協議会」が発足

され（川崎市も参画）、脱炭素に向けた国民の行動変容、ライフスタイル転換に向け

たうねり・ムーブメントを起こすべく、「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創

る国民運動（仮称）」が開始された。 

◆新たな国民運動の特徴 

 ①「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの実現」という国の継続的かつ一貫した

メッセージ 

 ②呼びかけに留まらない具体的なアクション・選択肢の提示 

 ③自治体・企業・団体・消費者との連携による足並み・タイミングを揃えた取組・

キャンペーンの展開 

 ④新しい暮らしを支える製品・サービスへの大規模な需要創出 

２ 川崎市の動き 

◆提案・取組の登録 

 「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを作る

国民運動」提案・取組の登録依頼があり（登録し

た取組みは、環境省ホームページ、ＳＮＳ、プレ

スリリース、イベント等で積極的かつ公明正大に

発信・ＰＲされる。）、「スマートライフスタイル大

賞・「脱炭素アクションみぞのくち」・「低ＣＯ２川

崎ブランド」を登録した。 

◆Ｇ７サミット国際メディアセンターでの展示  

国民運動事務局経由でＧ７広島サミット国際

メディアセンター（ＩＭＣ）の広報展示について

募集があり、川崎市の脱炭素社会の実現に向け

た取組の動画をデジタルサイネージで展示し

た。 

資料３-２ 

※出展：環境省ＨＰ 

※メディアセンター展示の様子 
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 令和５年４月２１日

九都県市 「エコなライフスタイルの実践・行動」キャンペーンを実施します 

九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原

市）では、自らの率先行動の取組を示すとともに、住民、事業者が、省エネ・節電等の地球温暖化

対策への取組の重要性を理解し、率先して行動することを促すため、「エコなライフスタイルの実

践・行動」キャンペーンを実施しますので、お知らせします。 

１ 主な取組 

「エコなライフスタイルの実践・行動」キャンペーンの実施 

  令和５年５月１日～令和６年４月３０日（通年実施） 

２ キャンペーンテーマ 

 「つづけよう」「ひろげよう」省エネ・節電 

３ 取組内容 

（１）各都県市における率先行動、クールビズ・ウォームビズの推奨 

   昨年度に引き続き、九都県市では独自に取組推奨期間を設定することにいたしました。取

組推奨期間は以下のとおりです。 

   【取組推奨期間】 

   クールビズ  令和５年 ５月１日～令和５年１０月３１日 

   ウォームビズ 令和５年１２月１日～令和６年 ３月３１日 

（２）企業、団体等への取組要請 

（３）ポスター等を通じた普及啓発 

（４）ウェブサイトを活用した情報提供 

※九都県市首脳会議環境問題対策委員会ウェブサイト 

http://www.tokenshi-kankyo.jp/ 

報 道 発 表 資 料

九都県市同時発表

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、

川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市

◇九都県市は地球温暖化対策に資する「賢い選択」を 

促す国民運動「COOL CHOICE」に賛同しています。 【問合せ先】

川崎市環境局脱炭素戦略推進室 内田

０４４－２００－２８６５ 
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川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）設置要綱

（名称）

第１条 本会議は、「川崎温暖化対策推進会議」（以下「CC川崎エコ会議」という。）と称
する。

（目的）

第２条 CC 川崎エコ会議は、市民、事業者、教育・研究機関、行政等の多様な主体が連
携して、地球温暖化対策を推進するとともに、国内外に川崎市の地球温暖化防止に向け

た取り組み等の情報を発信していくことで、川崎市のみならず、地球全体の温暖化防止

に寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 CC 川崎エコ会議は、川崎市地球温暖化対策推進基本計画に基づき、次の事業を
行う。

（１）地球温暖化対策の推進

（２）戦略的情報発信

（３）ネットワークづくり

（４）その他 CC川崎エコ会議が必要と認めること

（会員）

第４条 CC川崎エコ会議の目的及び事業に賛同する法人、団体を会員とする。
２ CC川崎エコ会議に入会を希望する法人、団体は、所定の申込書を提出する。

（役員等）

第５条 CC川崎エコ会議には、20名以上 40名以内で理事を置く。
２ 理事は、理事会において選任する。

３ 理事のうち、１名を会長、２名以上 4名以内を副会長とする。
４ 会長、副会長は、理事の互選により選任する。

（役員等の職務）

第６条 会長は、会議を代表し、統括する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、理事会

の推薦によりその職務を代行する。

（役員等の任期）

第７条 役員の任期は２年間とし、再任を妨げない。

２ 欠員が生じた場合、後任者の任期は前任者の残任期間とする。

（役員等の解任）
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第８条 役員が次のいずれかに該当する場合、理事会の決議により解任することができる。

（１）心身の故障のため、職務の執行に堪えられないと認められるとき

（２）職務上の義務違反

（３）CC川崎エコ会議の役員たるにふさわしくない行為を行ったとき
（４）その他、理事会が認めたとき

（理事会）

第９条 理事会は、理事をもって組織する。

２ 理事会は、年２回開催する。

３ その他、会長が必要と認める場合、臨時に理事会を召集できるものとする。

（理事会の成立）

第１０条 理事会は、理事総数の過半数の出席により成立する。なお、理事に委任された

代理人を出席者として認めるものとする。

（運営委員会）

第１１条 CC 川崎エコ会議の運営や事業に関する事項を協議するため、運営委員会を置
く。

２ 運営委員会は、理事会からの推薦者で構成する。

３ 運営委員会の構成は、10名以上 15名以内で、任期は２年とし、再任を妨げない。
４ 運営委員会は、年３回程度開催する。

５ 運営委員会には、委員長 1名及び副委員長を若干名置き、委員の互選により選任する。
６ その他、委員長が必要と認める場合、臨時に運営委員会を召集できるものとする。

（アドバイザー）

第１２条 CC 川崎エコ会議は、アドバイザーを若干名置き、必要に応じて助言を求める
ことができる。

（事務局）

第１３条 事務局は、川崎市環境局地球環境推進室に置く。

（その他事項）

第１４条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、理事会において定める。

附則

この要綱は、平成 20年７月４日から施行する。

附則

この要綱は、平成 30年４月１日から施行する。
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 経過措置

第７条及び第１１条第 3 項に規定する役員等の任期については、この要綱の施行日から
平成 21年 3月 31日までを「１年」とする。
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川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）理事・アドバイザー名簿

敬称略（令和５年５月１６日現在） 

＜理 事＞ 

所  属 役 職 氏 名 

１ 
特定非営利活動法人 産業・環境創造リエゾン

センター 
理事長 足立 芳寛 

２ 川崎工業振興倶楽部 会長 越前 晃 

３ 川崎市地球温暖化防止活動推進センター センター長 庄司 佳子 

４ 川崎信用金庫 理事長 堤 和也 

５ 川崎商工会議所 副会頭 石山 一可 

６ 独立行政法人 環境再生保全機構 総務部長 小口 馨 

７ 
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総

合開発機構 
総務部長 靏田 将範 

８ 川崎市工業団体連合会 事務局長 山部 典昭 

９ 日本電気株式会社 玉川事業場 プロデューサ 大渕 茂樹 

10 ＪＦＥスチール株式会社 東日本製鉄所 

常務執行役員 

東日本製鉄所 

京浜地区副所長 

高岡 隆司 

11 
東芝エネルギーシステムズ株式会社 浜川崎

工場 
工場長 吉見 彰浩 

12 富士通株式会社 川崎工場 総務部長 松本 行治 

13 味の素株式会社 川崎事業所 次長 白土 元嗣 

14 東京電力パワーグリッド株式会社 川崎支社 次長 中田 理江 

15 東京ガスネットワーク株式会社 川崎支店 支店長 中嶋 豊 

16 ＥＮＥＯＳ株式会社 川崎製油所 
常務執行役員 

川崎製油所長 
加藤 英治 

17 株式会社ケイエスピー 代表取締役社長 窪田 規一 
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所  属 役 職 氏 名 

18 東急株式会社 主査 後藤 修平 

19 ヤマト運輸株式会社 川崎主管支店 

川崎主管支店 

安全・コンプラ

イアンス担当マ

ネージャー 

御厨 岳志 

20 株式会社横浜銀行 川崎支店 

執行役員 川崎

支店長兼川崎地

区本部長 

赤堀 昌利 

21 一般社団法人 川崎市商店街連合会 会長 柳沢 正高 

22 川崎市新エネルギー振興協会 会長 鈴木 和彦 

23 一般社団法人 神奈川県トラック協会 副会長 髙橋 浩治 

24 公益財団法人 川崎市公園緑地協会 理事長 宮村 俊秀 

25 川崎市全町内会連合会 会長 瀧村 治雄 

26 川崎市地域女性連絡協議会 会長 青木 恵美子 

27 
麻生区クールアース推進委員会 

委員長 児嶋 脩 

28 「エコシティたかつ」推進会議 副区長 勝野 隆 

29 
特定非営利活動法人 アジア起業家村推進機

構 
理事長 牟田口 雄彦 

30 
特定非営利活動法人 かわさき市民共同おひ

さまプロジェクト 
理事長 山下 博子 

31 グリーンコンシューマー普及会議 代表 浦野 逸子 

32 学校法人 聖マリアンナ医科大学 理事長 明石 勝也 

33 学校法人 明治大学 常勤理事 荒川 利治 

34 慶應義塾大学 常任理事 天谷 雅行 

35 学校法人 日本女子大学 管理部 部長 田島 光則 

36 株式会社川崎フロンターレ 代表取締役社長 吉田 明宏 
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所  属 役 職 氏 名 

37 川崎市臨海部国際戦略本部 本部長 玉井 一彦 

38 川崎市経済労働局 局長 久万 竜司 

39 川崎市環境局 局長 三田村 有也 

＜アドバイザー＞

川崎市国際環境施策参与 末吉 竹ニ郎 
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川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）運営委員会 委員名簿 

敬称略（令和５年６月１日現在） 

所  属 役 職 氏 名 

ＮＰＯ法人産業・環境創造リエゾンセンター 専務理事 ◎ 中村 健 

川崎市地球温暖化防止活動推進センター 

（認定ＮＰＯ法人アクト川崎） 
理事 〇 徳野 千鶴子 

川崎商工会議所 
企画広報部 

担当部長 
大島 哲也 

川崎信用金庫 
お客さまサポート部 

部長
中村 浩二 

川崎工業振興倶楽部 事務局長 小板橋 則之 

東京電力パワーグリッド株式会社 川崎支社 次長 中田 理江 

東京ガスネットワーク株式会社 川崎支店 課長 大坂 格 

「エコシティたかつ」推進会議 副区長 勝野 隆 

麻生区クールアース推進委員会 事務局長 林 惠美 

株式会社川崎フロンターレ 
管理部 

企画担当
黒木 透 

※◎…委員長、〇…副委員長
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川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）会員一覧 

（令和５年１月３日現在） 

＜企業＞

 所 属 
運営 

委員 
理事 

1 旭化成株式会社 川崎製造所 

2 株式会社朝日プリンテック 川崎工場 

3 味の素株式会社 川崎事業所  ◯ 

4 株式会社イージーソフト 

5 ＮＥＣプラットフォームズ株式会社 

6 NTT 東日本 川崎支店 

7 ＥＮＥＯＳ㈱川崎事業所 

8 ＥＮＥＯＳ㈱川崎製油所  ◯ 

9 大村技研株式会社 

10 花王株式会社 川崎工場

11 株式会社カタライズ 

12 神奈川特殊車輌株式会社 

13 株式会社かなせき 

14 かわさき市民放送株式会社

15 川崎商工会議所 ◯ ● 

16 川崎信用金庫 ◯ ● 

17 株式会社川崎フロンターレ ◯ ◯ 

18 株式会社カワセイ 

19 株式会社カワデン 

20 北川印刷株式会社 

21 行政書士 わたなべ法務事務所 

22 協成電気株式会社 

23 株式会社ケイエスピー  ◯ 

24 株式会社ケイエスピーコミュニティ 

25 ケイエスピー熱供給株式会社 

26 コアレックス三栄株式会社 東京工場 

27 株式会社コトワ 

28 株式会社近藤工芸 

29 佐野デザイン事務所 

30 Ｃ＆Ｃビジネスサービス株式会社 

31 ＪＦＥ環境株式会社 川崎エコクリーン工場 
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32 ＪＦＥスチール株式会社 東日本製鉄所  ◯ 

33 ＪＦＥテクノリサーチ株式会社 

34 ＪＦＥ東日本ジーエス株式会社 

35 ＪＦＥプラリソース株式会社 

36 株式会社ＪＴＢ川崎支店 

37 島田工業株式会社 

38 株式会社ショウエイ 

39 昭和電工株式会社 川崎事業所 

40 スナイプバレー合同会社 

41 太陽電音株式会社 

42 株式会社タウンニュース社 川崎支社

43 田辺倉庫株式会社

44 地域社会パートナーズ株式会社 

45 株式会社デイ・シイ 

46 株式会社テラマックス

47 東亜石油株式会社 京浜製油所 

48 東急株式会社  〇 

49 東京ガスネットワーク株式会社 川崎支店 ◯ ◯ 

50 東京電力パワーグリッド株式会社 川崎支社 ◯ ◯ 

51 東芝エネルギーシステムズ株式会社 浜川崎工場  ◯ 

52 ナイス株式会社 

53 日本物流センター株式会社 東京事業所 

54 日本合成樹脂株式会社 

55 日本新聞インキ株式会社 東京工場 

56 日本電気株式会社 玉川事業場  ◯ 

57 日本電産株式会社 中央モーター基礎技術研究所 

58 日本トリート株式会社 

59 日本プロセス秀英堂株式会社

60 日本ヒューマニクス株式会社 

61 株式会社ネオス 川崎工場 

62 ネクストエナジー・アンド・リソース株式会社 

63 Believe Technology 株式会社 

64 富士通株式会社 川崎工場  ◯ 
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65 富士通エフ・アイ・ピー株式会社

66 株式会社フリーシーエヌ 

67 ペットリファインテクノロジー株式会社 

68 三井不動産グループ 

69 三菱ふそうトラック・バス株式会社 

70 ヤマト運輸株式会社 川崎主管支店  ◯ 

71 リ・バース株式会社 

72 有限会社 リフォームプロ 

73 株式会社渡辺土木 

74 横浜銀行 川崎支店  ◯ 

＜市民団体＞

所 属 
運営 

委員 
理事 

75 認定特定非営利活動法人 アクト川崎 

76 麻生区クールアース推進委員会 ◯ ◯ 

77 特定非営利活動法人 アジア起業家村推進機構  ◯ 

78 「エコシティたかつ」推進会議 ◯ ◯ 

79 かわさきかえるプロジェクト 

80 川崎市地域女性連絡協議会  ◯ 

81 特定非営利活動法人 かわさき市民共同おひさまプロジェクト  ◯ 

82 特定非営利活動法人 川崎フューチャー・ネットワーク 

83 グリーンコンシューマー普及会議  ◯ 

84 特定非営利活動法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所

85 特定非営利活動法人 産業・環境創造リエゾンセンター ◎ ◎ 

86 省エネグループ 

87 なかはら地球にいいことプロジェクト 

88 特定非営利活動法人 みどりなくらし

＜業界団体＞

 所 属 
運営 

委員 
理事 

89 一般社団法人 神奈川県トラック協会  ◯ 

90 一般社団法人 川崎建設業協会 

91 川崎工業振興倶楽部 ◯ ● 
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92 川崎市工業団体連合会  ◯ 

93 一般社団法人 川崎市商店街連合会  ◯ 

94 川崎市新エネルギー振興協会  ◯ 

95 一般社団法人 川崎市電設工業会 

96 一般社団法人 川崎青年会議所 

97 川崎地域連合 

98 生活協同組合ユーコープ 

99 一般社団法人 日本フランチャイズチェーン協会 

＜学校＞

 所 属 
運営 

委員 
理事 

100 慶應義塾大学  ◯ 

101 学校法人 聖マリアンナ医科大学  ◯ 

102 洗足学園中学高等学校 

103 学校法人 日本女子大学  ◯ 

104 学校法人 明治大学  ◯ 

＜行政等＞

 所 属 
運営 

委員 
理事 

105 川崎市臨海部国際戦略本部  ◯ 

106 川崎市経済労働局  ◯ 

107 川崎市環境局  ◯ 

108 公益財団法人 川崎市公園緑地協会  ◯ 

109 川崎市全町内会連合会  ◯ 

110 川崎市地球温暖化防止活動推進センター ● ● 

111 独立行政法人 環境再生保全機構  ◯ 

112 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構  ◯ 

113 国立研究開発法人 農研機構・生研支援センター 

114 社会福祉法人 藤英会 特別養護老人ホーム 潮見台みどりの丘 

合計 10 39 

※ ◯は該当団体、◎は委員長・会長、●は副委員長・副会長  
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